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トカラ列島小宝島の海賊伝説
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（日本文学）
　
鹿児島県トカラ列島の小宝島には、海賊に関する伝説が伝えられている。島の伝承によると、昔、与助・与太郎・
甚之助という三人組の海賊たちがやってきて掠奪行為を働いたが、島の人たちは畝神山の所にある穴に隠れて助かったという。島で聞き取り調査を行うと、現在でも「畝神の隠れ穴」 「与助にさらわれかけた子」 「与助から逃げた人」「与助が焼いたセンリ堂」 「与助の最期」など多数の関連伝説が伝えられていることが確認できた。与助は実在した海賊だったとみられ、 『島津家列朝制度』や『三国名勝図会』には、弘治（一五五五〜一五五八） ・天正（一五七三〜一五九二）の頃、日向国より海賊与助らが兵船を仕立て トカラの島々（七島）に年々やってきたが中之島で殺害されたと記されている。興味深いのは与助の殺害方法で、中之島の伝承で 焼き殺し と伝えられ いる 、小宝島では落とし穴に落として生き埋めにしたと伝えられている。島の自然を背景 して語られる小宝島の海賊伝説は トカラの島々の自然や文化にまつわる諸問題を考察する手 かり 与え くれる興味深い事例として注目さ る。 
（キーワード）トカラ列島、七島、小宝島、中之島、海賊与助
　　　　
はじめに
　
トカラ列島は薩南諸島のうち屋久島から奄美大島までの間にある島々をいい、
有人島としては口之島、中之島、平島、諏訪之瀬島、悪石島、小宝島、宝島がある（昭和四十五年から臥蛇島は無人島） 。江戸時代の地誌『三国名勝図会』巻之二十八「七 」の項に「七 とは、口島・中島・平島・諏訪瀬島・臥蛇島・悪石島・宝島、是なり、此諸島南海の中、遠近羅列して、一処にあらざれども、総名を七 といふ」とあるように、口之島・臥蛇島・中之島・平島・諏訪之瀬
悪石島・宝島（小宝島を含む）を七島（しちとう）とよび、現在は鹿児島県鹿児島郡十 村（としまむら）に属している。三島（または上三島。硫黄島・竹島・黒島。現三島村）に対 て七 （または下 ）とよばれた。近世には七島の口之島・中之島・宝島 津口番所・異国船番所・異国船遠見番所が設置されて鹿児島藩庁から在番が派遣され、七島各島には島民の中から任命され 郡司が置かれ七 郡司と呼称された。　
このトカラ列島の島々には海賊伝説が伝承されている。昔、与助という海賊
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がやってきて、人さらいや掠奪をしたという。トカラ列島中之島には、与助岩という巨岩があり その岩は海賊与助にまつわるものとして中之島ではよく知られて る。中之島の伝承によると、 は与助岩のところで焼き殺されたが、死ぬ時にブト（ブヨ）になって血を吸ってやると言い残したといい、それ以降中之島ではブトが多くいるという。　
海賊与助はトカラの島々を掠奪してまわったといい、小宝島にも海賊与助に
関する伝説が伝え い　
小宝島は宝島の北東約十五キロにある隆起珊瑚礁に囲まれた周囲五キロ
弱、面積一平方キロの 、温泉も湧出し、南西部に小宝島港 北東部に城之前漁港がある。近世には鹿児島藩船奉行の管轄下 宝島に宝永（一七〇四〜一七一一）頃に津口番所、寛政元年（一七八九）に異国船番所・異国船遠見番所が設置され、派遣された在番は宝 ・小宝島を 在番の指示の下で宝島郡司 浦役を兼ねながら島政にあたったとされる。　
本稿は、現地で採集した口承資料などの検討を通して、小宝島の人々の間で
語り継がれてきた海賊伝説についてまとめ 南西諸島の伝説 一側面を考察することを目的とする。　　　　
Ⅰ
　
日向国油津の海賊与助
　
まず、与助という海賊について検討してみることにする。中之島や小宝島の
伝承によると、与助は日向国からやってきたという。　
文政（一八一八〜一八三〇）初期成立の鹿児島藩の法制経済史 集『島津家
列朝制度』に、トカラ列島の海賊について次のような記述がある（傍線および丸括弧内注記原田） 。　　
 　
弘治・天正之年号之比、
日向国
より悪党共数船之兵船を仕立、年々参り、
島々之有もの女童共押取、段々狼藉仕、島々及難儀、右悪党共、七島之内ニて皆共打取、其節之為御褒美、具足・甲・鑓・長刀拝領被仰付、
中之島
郡司
所持仕候、且又、
右悪党共墓所等、右島へ有之候
　
／（略）／明和七
年（一七七〇）寅八月
　
六島郡司
　『島津家列朝制度』のこの記述は、明和七年（一七七〇）寅八月に六島郡司が薩摩藩に報告した文書中の一節である。この記述には、弘治（一五五五〜一五五八） ・天正（一五七三〜 五九二）の頃、日向国より悪党たちが数船の兵船を仕立ててトカラの島々（七島）に年々やってきて 島々の物や女性・子どもなど 強奪し 狼藉を働くので島々は難儀し、 悪党たちを七島内で皆打ち取ったこと、その時に褒美としていただいた具足・甲（かぶと） ・鑓（やり） ・長刀を中之島の郡司が所持 いること、悪党 ちの墓所等が中之島にあることが記されている。 『島津家列朝制度』 のこ 記述で 、 「悪党共」 が 「日向国」 からやてきたとあるのみで 海賊たちの名前は記されて ない。また、中之島にあるという悪党たちの墓所がどこ 指す か良くわからな が、中之島 海賊たちを焼殺した場と伝えられている「与助岩」のこと っ るのではない と推定される。　『三国名勝図会』巻之二十八「中之島」の項には、海賊について次のような記述がある。　　
 　
日州油浦人の侵掠
　
天正の比、日向国油浦より、東与助・渡邊甚之助・
黒木与太郎、兵船数艘に乗て、七島へ渡海し、男女財物を掠む、土民等大に患ふ、中島に於て、郡司日高太郎左衛門有益といへる者、其賊を討て是を誅す、本府其功を賞して、鎧三領・鎗三本・眉尖刀一本を、有益に賜ふて、褒賞せらる 其家今に是を伝ふ
　『三国名勝図会』は天保十四年（一八四三）に成立した薩摩・大隅・日向三国の地誌である。なお、これを典拠としたとみら ほぼ同文の記事が明治時代初期に編纂された地誌『薩隅日地理纂考』に収載されている。この部分には 天正の頃に日向国油浦（ 『薩隅日地理纂考』は「日向国油津」 ）から東与助・渡邊甚之助・黒木与太郎が兵船数艘に乗って七島に渡海して男女財物をかすめ取ったため島の人々が非常に苦しめられたこと、中之島の郡司日高太郎左衛門有益がその賊を討ち取り、本府（ 『薩隅日地理纂考』は「国主」 ）がその功績を賞し
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て鎧（よろい）三領、鎗（やり）三本、眉尖刀（びせんとう）一本を有益に与えてほめたたえたこと、その家に今もこれらが伝えられていることが記されている。　『三国名勝図会』 （およびそれを引用した『薩隅日地理纂考』 ）には、海賊の名前が東与助・渡邊甚之助・黒木与太郎であること、海賊たちは日向国油浦（油津）から来たこと、海賊を討ち取ったのが中之島 郡司日高太郎左衛門有益であったことなど、先にみた『島津家列朝制度』にはない情報が記されている。　海賊たちがそこから来たという日向国油津には、油津湊（あぶらつみなと）
という有名な良港があった。日本歴史地名大系『宮崎県の地名』によると 油津湊は現在の宮崎県日南市油津にあり、近世には飫肥城下の外港の役割を果し、飫肥領四浦と称された油津湊 大堂津、目井 、外浦の四浦のなか も油津湊が最も賑いをみせ、湊に面して町場も発達していたという。湊の規模は東西十町・南北十一町 十間 深さは干潮時に四仞三尺、満潮時 六仞ほどで 湾口が南に面するため、北風には強いが南風に弱く、七月・八月頃 強い南風が吹く兆しがあると、あらかじめ外浦港 廻船したそうであ ま 元禄十 年（一七〇一）の飫肥領国絵図控には約百艘の大船を繋げ、 「日向地誌」には一年間の船の出入りは約二五〇艘とあるとのことである。また、 『宮崎県の 』「飫肥」の項に「室町・戦国期には地内の飫肥城（南北朝期の築城という）が島津氏の日向国南部経営の拠点となり、同城やそ 城付地を飫肥あるいは飫肥領とよぶことが多くなる」 「飫肥から櫛間（現串間市）に至る港湾は海上交通の要地として海賊 拠点ともなっていた」 あるように戦国時代の日向国の港湾 海賊たちの拠点となっていたようで、与助たちは日向国油津湊からトカラの島々に行っていたらしい わかる。 戦国時代の日向国油 が海賊 拠点であったことや、 『島津家列朝制度』や『三国名勝図会』および『薩隅日地理纂考』に記述が見えることから、トカラ列島を荒らしまわっ 後に退治された海賊与助の事件は史実であ ようである。
　　　　
Ⅱ
　
小宝島の与助伝説
　
では次に、現在の小宝島に伝承されている海賊与助の伝説をみてみることと
する。 『十島村誌』に、小宝島の「古老に聞いた話」として、次のような話が紹介されている。　　
 　
或る日、海岸に海賊船らしきものが近づいて来るのを発見した島の人た
ちは、大切な金銀や宝物、それに食糧、来年の種ものなどを土に埋めたりして、かねての畝神山避難洞窟の中 かくれた。島に一人の少し知恵遅れの子供がいた。島人たちはその子供に、海岸の方へ行き海賊に会うよう指示した。海賊 ちはその子供を見付けて あれやこれやと尋ねたが要領を得ず、島人たちの隠れ いる洞窟もわからず 集落を荒すだけ荒して引揚げた。島は子供のお陰で助かったのである。
　
この話では、小宝島に海賊が来た時、知恵遅れの子どものおかげで被害にあ
わずにすんだという内容になっている。人々は金銀や宝物、食糧、来年の種ものなどを隠して畝神山避難洞窟の中に隠れ、知恵遅れの子どもに海賊 会うように指示したという。小宝島で調査したところ の話は聞くことができ かったが、同様の話は聞くことができた。以下、小宝島で採集した話を紹介しながら、検討してみたい。〈事例１〉海賊与助・与太郎・甚之助と隠れ穴　
海賊じゃった。与助・与太郎・甚之助って三人兄弟海賊じゃっ らしい。そ
う言うてまし よ昔の人は。三兄弟。海賊 だからそれが来 時には皆そこの穴に行って隠れた。そ はヤブ（藪）だったから。ちょこっと上がって来ても、そこに隠れているってことさえ、捜し出さん 穴の名前はない。私 んかは聞いていない。穴の名前は聞いてない。それはと かくその時の、隠れ家。　
空襲の時はその穴にみんな隠れました。でも今思えばな、爆弾一個落とされ
ればみんな生き埋め 入り口は小さ 。奥 ずうっと広い 真っ暗ですよ、明かりを点け といたら。　〈事例
１〉 「海賊与助・与太郎・甚之助と隠れ穴」は、海賊たちが来たので
（８）
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穴に隠れたという語りである。この語りで興味深いのは、海賊の与助・与太郎・甚之助が三兄弟だったと昔の人が言っていたと う部分である。中之島で調査すると、 「与助岩」とからめて海賊与助の名前は語られているが、 太郎や甚之助の名前を語る人は一人もいなかった。ところが、小宝島では与助・太郎・ という三人の海賊の名前が語られ、しかも三人 兄弟だったという。海賊たちの名前がいつから小宝島で語 れるようにな たのかは不明 あるが、与助たちが来た 弘治（一五五五〜一五五八） ・天正（一五七三〜一五九二）の頃からとは考えにくいので、天保十四年（一八四三）成立『三国名勝図会』や明治時代初期成立『薩隅日地理纂考』に「東与助・渡邊甚之助・黒木与太郎」とい 海賊 の名前が記された後 それを読んだ人が島 人たちに語り、それから三人 名前が具体的に語ら るようになったのではないかと推定しておきたい。〈事例２〉畝神の隠れ穴　
その与助・与太郎のそこの穴には、まあそうやって海賊が来るというんで、
女子どもをあそこへ隠したと言われてるんですよね。海賊 、来る。みんな逃げろ。みんな逃げろですよ、要するに ほいでああゆうほら、立神（たちがみ）の下のほら穴なんていうのは誰もわからない場所じゃない。それは隠れ家だったと言われている。私も子どもの頃何回 入ってますけど、今は入 ないほどヤブ（藪）になって だからね、誰も行かない近づかない所はヤブになるんですよ。あの大岩屋（おおいわや）の穴だけですよ、あんなに、堂々と開いてやってるのは。平家の隠れ家だけですよ。 （与助・ 逃げた穴があるのは） 畝神のふもとです。そし 、 山手側です。入り口は一メートルそこらですよ。深さ 深いです。二、 三十メートル。入り口は ん 。だ 大岩屋と一緒です。こう広がってる 今もそ 状態であるかどうかは、私も、ここ二 三十年見てません。水 あそこはたぶん入っていかな と思いますけど。まあ緊急避難場所です。　〈事例
２〉 「畝神の隠れ穴」は、海賊与助から逃げるために畝神山のふもとに
ある穴に島の人々が隠れたという語りである。 〈事例
１〉の話者によると、島の
人たちが隠れたという穴には名前がないそうである。この穴について、 『十島村誌』の「畝神洞穴」 項に「島の東南南か南にある畝神山（うねがみやま）の下に、そ 洞穴はある。この洞 を畝神洞穴と う。畝神とは、この島だけの特定の固有名詞ではなく、十島村の各 々にある根神山のことで、島 守護神の山の意である
」と記されている。 〈事例
１〉の話者以外の人に聞いても穴に名
前はないということであったので、 畝神山の下にある ことで 『十島村誌』をまとめる際に便宜的に「畝神洞穴」として記したも と思われる。与助から隠れたこの穴に、第二次世界大戦の空襲の時にもみんな 。土地の方に案内してもらってこの穴 入ってみ 、確かに入口 分かりにくい洞穴であった。 『十島村誌』 「畝神洞穴」 項の「図
33　
畝神洞穴の測定図
」によ
ると、この穴は奥行約二十メートル、幅約十メートル 入口付近 高さ約二メートルという とであるが、現在は土が入って大分埋まっていた。 〈事例
２〉の話
者が語って る「平家の隠れ家」というのは 小宝島港に上陸して真っ直ぐ行ったところの突き当たり 岩にある洞穴で、 「平家大岩屋 と言われている。この大洞穴は、 昔平家の落人たちが隠れ住んだ岩屋だと伝えられ いる。畝神のふもとにある洞穴は分かりにくい場所に 「平家大岩屋」は かりやす 場所にある。〈事例３〉与助にさらわれかけた子　
子どもがな、 その船が来たらみんな隠れんないかんから。大きな船だからボー
トで下りて来よったんだろ。その人たちは沖に船はある。いうた その船が来れば、誰かが見れば、 「みんな来た」って言うて村中 知らせるか 。子どもが一人、親が、 「昨晩浜でいよる」と呼びに行きよっ って。そい ら、そこで捕らえられて。 昔ゃヤブ （藪） じゃっ んだって。 今みたいなあ じゃなか たって。して大きなススキの株があったや 子どもと、 いだ中に丸め 、そん中に子どもを入れて、 をこうや て縛 て 帰りに連れて くから、そいだへ結わえて。そして帰りに その子どもが気付いて、 「ど こ 辺じゃった」 。
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その子どもが丸々してる。そこを踏んだり登ったりすると、その子は黙ぁって。とうとう捜し出さんで帰ったらしい。その子が言うんだ「怖かった。自分の頭の上を踏んで、 過ぎて。黙 ていた」 。黙っちょら よな。そいて後から親は、 「子どもがおらん」 。みんなで捜 たんだって へたらそこのススキの中に結わえて、その子。 へでこの島の人は誰も捕られ じゃった。 人も捕って行きよったんじゃ。それは、親父から聞いた話。〈事例４〉与助にさらわれかけた子　
畝神（うねがみ）の下に、穴があるのは確かです。与助・与太郎というのは
いわば海賊ですね。それで春と秋とい のかな、北風で下りてき 南風で上るという、その時期に、まあ人さらいですよね 財産 要するに穀物なのか 金銀はたぶん小宝島にはなかったと思う。穀物であって、人さらいですよね。子どもだけさらって行ったのか 女子 さ って行ったのかっていう記録はいんですけど。ただ 言い伝え 言われているのは、子どもをさらったと。それをですね、その場所︱︱はどの辺 あるんかね、今、牛舎があるあの辺なんかなあ。︱︱は、ススキの原で、そ ススキっ 非常に大き ススキだった。その子 をですね、ススキ 中 置いて、結わえて 逃げないように、逃げら な ように 結わえて 帰り 、 の子を、連れて行 うということで、島に来て、島にまあ部落に上がって来てですね そして、その、掠奪を終わって帰ろうと思ったら 子 もを閉じこめ ス キがど だったかわからなくて結局 連れて行けなかった。その子は助か という言い伝えはある。　
それを聞いて思うのに、相当大きなススキの葉だ。まあそれ、今山に登った
らそれが何となく理解できるん すけどね。背丈以上の が生えてるんですよ。 そういう状態だったのかな。 今、 牧場地区、 今日行かれましたか。 あそこねあんなに開けてなかったんだよ。木があったんですよ。つんの木 われるね。木が生えてて、 で、木と、木が、まあどういうふうに生えていたか。ただ海岸線は、もっとこう、山手まで木が迫っ た のは記憶あるんですけ
どね。木が生えててススキが生えてたと、言われてる。だいぶんだから地形が変わってるんですよ。まず木が無くなっ 。私に言わすと 木がもうずっと海岸線に押しやられて。そし 、山手も無くなったということ。 （木は昭和四十年代頃には）もう少なくなってました。ススキの原というのがなかなか理解できない。僕らの年代では ただ山に登るとス キがいっぱいあるんだよね。ああ、この中のどっかにこう子どもを閉じ込め 行って、帰りま そ ススキをき分けて帰ろうとしたら、もうちょっと道一つ十メーター違 ら ちょっ捜せないかなみたいなの 、分かる。　〈事例
３〉 〈事例
４〉 「与助にさらわれかけた子」は、海賊与助が小宝島に来た
時、一人の子どもが逃げ遅れて捕まった。海賊はその子を掠奪後に連れて帰ろうとススキに結わえておいたが、結わえた場所が分からなくなって子ど は助かった いう話である。　
先に、小宝島の「古老に聞いた話」として、海賊が来た時小宝島の人たちは
畝神山避難洞窟の中に隠れ、知恵遅れ 子どもに海賊 会 ように指示して全員助かったという話が『十島村誌』に紹介されていることを述べたが、 島で行た調査では知恵遅れの子どもの を聞くことができなかった。しかし、 『十 村誌』の話も〈事例
３〉 〈事例
４〉 「与助にさらわれかけた子」の話も、一人の子
どもだけが海賊と遭遇し残り 島民たちは穴に隠れ 助かっ という内容であることから、両者は同じ事件を語 ているものと推定される。伝承される中で異な 語りが生じてきたのであろう。　〈事例
４〉の話者がここ数十年で地形が変わり木が無くなったと述べているよ
うに、小宝島は戦後大きく島の様子が変わったよ である。与助の時代の小宝島の様子を知る手がか になる明治時代の報告が残って る。　
笹森儀助（一八四五〜一九一五）が大島島司であった明治二十八年四月から
八月まで川辺郡拾島を巡回した際の日記『拾島状況録』の「宝 記」 「小宝島周囘三十一町ニシテ 珊瑚礁ノ海面ヲ掩フ事本宝島ニ於ケルカ如シ。島ノ中央ニ当リ、東西ニ稍長キ丘陵アリ。
竹繁茂シテ、土人ノ耕地其上部ニ点在ス。
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周囲港湾ナシ。土人ノ出入ハ村西五六町ノ処少ク珊瑚床ノ低所アリ、之レヨリ出入シ、且船ヲ曳揚ク。之ヲツクヒ泊ト云フ。／亦北面ニ淵泊アリ。南西村西ニ三浦泊アリ。皆風位ニ依リ出入スル処タリ。 」 （第一編第一章） 、 「小宝島、山林ナルモノナク 唯全島珊瑚盤層ニアラサル部分ハ
竹ト海辺ニアダムノ生ス
ルノミ。村落 アル処枇榔ノ大樹数百本 リ。又榕樹アル ミ。耕地ハ丘上ト村ノ東部ニア ヲ視ル。 」 （第一編第二章）と記されている。
  
　
現在の小宝島には牧場もあり木があまりないが、笹森儀助が明治二十八年に
見た小宝島には珊瑚盤層以外には琉球竹とアダンの木が生え、村落のある場所には枇榔（檳榔樹。ヤシ科の常緑高木）の大樹数百本や榕樹（ガジュマル）が生えていたことがわかる。また、島の周囲に がなく、珊瑚床が低い所など数カ所を風位によって利用して船の出し入れをしていたようである。ここの 「ツクヒ泊」が現在の小宝島港、 「淵泊」が現在の城之前漁港かと推定される 与助が来た時の島の状況 、 明治二十八年に笹森儀助が見た島の状況 大差はなかったとみてよいであろう。海賊 ちは大きなススキにさらった子どもを結わえたが、琉球竹やアダンの木などが一面に繁茂したなかで子どもを結わえた場を見失ったということなの そして、明治時代の笹森儀助と同様 、与助たちも風位によって珊瑚床が低い所を適宜利用して島に上陸したも と考えられる。〈事例５〉与助から逃げた人　
小宝は、誰も盗まれなかった。一人だけ、連れて行かれて。そうしたら、船
を、出して。大人だったみ い。そしたら、 「そこはちょっ 、潮の流れが、悪い所だから、そこは、カジ（舵）は、私がとる」 、捕られて行きよった人が。それで、沖の瀬の おおせの、あの辺で カジ（舵）を切って、船は宝の方に向けて、自分は飛び込んで、逃げ 。ようあそこで、カジ そんな風に切っ 船遭難しなかったね。そして泳いで 逃げ延びて来 。すごい泳げる人でね、泳ぎが達者であったんだ そこは潮の流れが速いとこだ た。 そんなただ大まかなあの辺に。今のヘリポート 下。この島の。 「ここは潮の流れが速 から、カジ
は私がとる」って、言って。よっぽど、度胸のある人だったんだろう。　〈事例
５〉 「与助から逃げた人」は、大人が一人海賊に捕まって船に乗せられ
たが、潮の流れが悪い所だからと言って自分が船のカジをとり、沖の瀬でカジを宝島の方に切って自分は飛び込んで小宝島に泳いで逃げて助かったという話である。小宝島のヘリポート 小宝島港の北方にある そのヘリポートの沖の方は潮の流れ 速いところだという。　『三国名勝図会』巻之二十八「七島」の項に「薩摩地方より南島琉球へ往来するには、必ず七島海を過ぐ 七島海とは、屋久島より大島までの中間をいふ、七島其中間にある故なり、北海東西七十里許の間、波浪殊に高く、潮水常に東に注ぎ、 迅速なること急流の如し（中略） 、 琉球常路の舟師等、 謂く七島海甚浅し、是海底の地勢高く起りて、南北一脈相連ること、地上に山脈相連るが如し」と記されているように、七島海は海水の流れが速いうえ 浅いので、昔から七島海全体が難所として知られていた。 〈事例
５〉の話者は小宝島と宝島の間に潮の
流れが速いところがあると語っ るが、笹森儀助『拾 状況録』の「 記」に「島ノ東方大凡三里許ニ当リ小宝 アリ 土人之ヲ 子ト云ヒ、其距離ヲ五里ト称ス。其間潮流急劇舟行遅キカ故ニ、 此称ヲ来タセリト云フ」と記されているように、実際に宝島と小宝島の間は潮流が急激で舟の進行が遅くなる難所のようである。 〈事例
５〉では、潮流が急激な宝島・小宝島間の中でも特に難所と
される場所での出来事として語られていることがわかる。 〈事例
５〉の話者によ
ると、小宝島と宝島の間は、今は「フェリー ま」で三十分だ 昔は帆と手こぎなので二時間から三時間かかったそうであ 。　
先にみた〈事例
３〉 〈事例
４〉 「与助にさらわれかけた子」は子どもが一人さ
らわれかけたが助かったという話であったが、 〈事例
５〉 「与助から逃げた人」
は大人が一人捕まったが海に飛び込ん 逃げて助かった いう話で、結局、小宝島では誰もさらわれずにすんだと伝え れているようである。〈事例６〉与助が焼いたセンリ堂　（センリ堂） あそこには、 何か堂があったらしい。何が、 神様か知らんけど。ちゃ
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んと、 あれを作って、 お堂があったみたい。 「道」って書いてたよ、 センリ道（みち） 。台帳にはそう書いてある。そこにあって、みんながお参りしてたと。それも与助・与太郎が焼き払っている。何回来ても何も取られんで腹が立っ 、 与助・与太郎が焼き捨てて行ったって言よったよ。 それでも、 それ以来、 建てなかったってお堂。　
堂に、何を祀ってたのか知らんけどまあ、神様だったんだろうやっぱり何か
そこのな。知らんけど、与助・与太郎が焼き払って、行った。何かそこにああしちょったもんも、納品も皆持っ 行ったみたい。取 て行ったみたい。　〈事例
６〉 「与助が焼いたセンリ堂」は、何回小宝島に来ても何も取ることが
できなかった与助・与太郎が怒ってセンリ堂というお堂にあ ものを全部取ってお堂を焼き払って行ったという話である。本来はそこに何らかの神を祀るセンリ堂というお堂があったが、与助・与太郎が焼き払った後には再建されなかったというこ ある。現在、 「せ りどう」と呼ばれ いる地 はコンクリートで小さい祠が作って り、地籍図には「センリ道 表記し あ とい 。おそらく、地籍図に「せんりどう」という呼称を記入する時に「堂」と音が共通する「道」の字を間違ってあてたものと推定される。　
小宝島は小さい島であるが、島全体に多数のお宮がある。それらをすべて拝
んでまわるのが大変ということで、昭和四十六年に小宝神社を作って十のお宮を合祀したという。小宝神社に合祀されている十 お宮は、 中島神社、 いなご宮孝坂神社、森の宮、神壇神社、十柱神社、御宮、岳の御神、河宮、ごんげん（権現）で、その中にはセンリ堂は入って ない。なお、元々お宮があ それぞれの場所には、今でも小祠が残されている。小宝島のセンリ堂に関しては 『十島村誌』に「村の近くにはセンリ堂、権現がある。島を神々が取り巻い 守ているのである」と記されている。　　　　
Ⅲ
　
与助の最期
　
海賊与助は中之島で殺害されたようであるが、興味深いことに、中之島で語
られている与助の最期と小宝島で語られている与助の最期が異なっている。中之島では与助を 岩のところで焼き殺したと伝えられている 、小宝島では焼き殺したとは伝えられていない。次に小宝島で語られている与助の最期についてみてみるこ にす 。〈事例７〉与助の最期　（落とし穴の）その上に家を作って、酒を飲まして、さあもうええ頃合いじゃいうて。あれは落ちるように作ってたみたい。ほんでそこに落としたらしい。穴に。穴に落として埋めたのよ。 （埋めたのは）中之島って。だからもう、毎年毎年そうやっ いじめられる。今度は隠れているよりも、 こ ちから迎えに行って、そうしよう 頭い 人がいたんだ、中之島には。ほいで、船がもう来る頃にはちゃんとそ いう準備して待ってて　〈事例７〉 「与助の最期」 は、 与助に毎年いじめられるので今度は隠れるよりこっちから迎えに行こうと決め、船が来る頃に準備し 待ち で落とし穴を掘ってその上に家を作り、酒を飲ませて穴に落として埋めたと う語りである。与助・与太郎・甚之助の三人 もそこで殺さ たということ あ た。
〈事例８〉与助の最期　
何か、 落とし穴みたいな所に、 だまして落とした。要するに、 屋敷なり何なり、
そこにこの、ほら穴を、ほ 穴というか落 穴を掘っといて、ほいでそこで酒を飲ませて、まんまと、してやったりと い よ な感じで聞 たん すけど。要する 落とし穴に落と た。だから後は上から埋め しまったと う。　
接待場所をあらかじめね、そういうその、落とし穴を、接待場所に、作っと
いて。また、春夏秋冬必ず来たらしいんですよ。北風 南風で。だから、もうこんな海賊に毎年、搾取され たんじゃかなわんというこ で、やっつけてやるぞということでそのわざわざ、そういう場所 準備して 、いうふうに、僕は聞いている。 落とし穴だと聞いている。 だから生き埋めにされたと聞いて る。焼き殺された は聞いてない。落とし穴に落としたら上から しかな 。　〈事例
８〉 「与助の最期」は、北風と南風で春夏秋冬必ず来る海賊に毎年搾取
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されてはかなわないということで、接待場所に落とし穴を掘って準備してだまし、酒を飲ませて穴に落 し生き埋めにしたという語りである。 〈事例
８〉の話
者に焼き殺されたと言 れていないかを聞くと、焼き殺されたとは聞い いないということであっ 。〈事例９〉与助の最期　
与助・与太郎・甚之助、いう名前。三人よ。与助・与太郎・甚之助いうてお
父さんが話しをしたがね。そ は、どっか、宝島に来たんじゃない。宝島に来て、そしてしまいは、中之島で、何と よ、私なんかの何か親戚の人がかかわっているらしい、それを退治したのは。穴掘ってね 穴掘って。宝島に来てね、何かあれ、泥棒 、何やかんや。忘れた本当に 与助・与太郎・甚之助という。甚之助は 宝島の人じゃな ？
　
どこの人か知らん。三人。三人組。兄弟
かは知らん。グループじゃ。三人。与太郎・甚之助。どこの人 は知らん。忘れた。それが、 何か悪いことして。今度はあの、 宝島でか中之島でか、 穴掘って、それをその、大きな穴掘っ な、落と 穴作って退治するていうて それ 悪いことする人で そうして、穴掘ってね 穴掘って それが上にこ ね、何をして う踏んだらぽこっと落ちるように 。ど で、酒盛りしょ とか何とかいうてだまして して、帰り道とか何とかそこ通り道な そういう落し穴作って、落とし穴に落と 入れたって。何てか う話聞い よ。そいで、そいでその、ああやっぱり中之島。そいでその中之島にはブトがおるでしょうそいでそれをね そこでほら、そういう と そしたら、 いが魂 のは、バチ（罰）が来て魂やってその、あれが ブトが増え って。ブトが、与助・与太郎の魂やって、いうこと聞きょうたですよ　〈事例
９〉 「与助の最期」は、与助・与太郎・甚之助という三人組が悪いこと
をするので酒盛りしようとだまし 通り道に落と 穴を作って落とし入れ 退治したところ、 与助・与太郎らの魂がブトになり、 中之島にブトが出 なったという語りである。 〈事例
９〉の話者に聞くと、与助・与太郎・甚之助は三人
組で、 三人が兄弟かどうかは知らな と語ってくれた。小宝島におい は、 与助・
与太郎・甚之助という三人がセットで語られているが、三兄弟という立場と三人が兄弟かどうかは知らないという立場の二つの説があることがわかる。 〈事例９〉で面白いのは、中之島のブトの起源まで語られている点である。 〈事例
９〉
の話者の親戚が中之島にいるそう ので、中之島 ブト 起源の話を聞いたのであろう。それにもか わらず、 〈事例
９〉の話者が、与助は落とし穴で埋め殺
されたとい 小宝島の伝承を伝えている点が興味深い。　
中之島では与助岩の所に家を作って与助たちに酒を飲ませて焼き殺したとい
う焼殺説が伝えられているが、小宝島では〈事例
７〉 〈事例
８〉 〈事例
９〉の
どの話者も共通して与助は酒を飲まされて落とし穴に落とされて埋められたと語っている。海賊殺害方法にどうしてこのような相違が生じた かは不明であるが、小宝島では落とし穴殺害説が独自の伝承として伝えられてきたことがわかり注目される。〈事例
10〉 「日向んジイから捕らるっど」
　
昔の人はそう言いよったよ。 「子どもは海岸に行くな。日向んジイから捕ら
るっど」って言って。下船が来れば。ずらっと停泊しよったから。日向のジイから捕られるから、 行くな 海端の 遊びに行くなって海岸に。この人たちが、そうして子どもを捕って行きよったもんだから、やっぱり代々、 「日向んジイから捕らるっど」 て。与助・与太郎は日向の人。　〈事例
10〉は、昔の人は子どもが海岸に行こうとすると、 「子どもは海岸に行
くな。日向んジイ るっど」と言って注意したという語りである。昭和二年生まれの〈事例
10〉の話者が子どもの頃、発動船が沖にずらっと停泊して
いたそうで、子どもがさらわれかけ 事件も発生したそうであ そういうことから、親たちは たちに、日向のジイ 捕られるから海岸に遊びに行くな 言って注意したという。海賊与助・与太郎たちは日向の人だったので 「日向んジイから捕らるっど」 代々子どもたちに注意してきたそうである。数百年前に日向から来て掠奪行為を働 た海賊たちに対す 恐怖がいかに強いものであったかがわ り、興味深いものがある
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〈事例
11〉与助と海賊キッド
　
その与助・与太郎は、与那国島、そこまで行って、海賊キッドと、交換しよっ
たという。人間やら宝物やら何でも持って行って、人間を捕らえてその人たちに売るわけよ 何かそんな話を聞いた。 何かそんな親父がそんなこと言うてたよ。そこへ行って、そこまで行ってそれで向こうに売る。そういうこと。　
そういう風に何でも捕って行きよったって。鍬でも鎌でも。あらゆる金具と。
金物は何でも捕って、それでヘラも鎌も。その船が来る時期になれば、みんな穴掘って埋めて。種もね 麦やらアワ（粟） ・キビ（黍） 。それもみんな、カメ（甕）に入れて、掘って埋めて、保存しよった。家にあれば、何でも持って行った。捕られないようにみんな埋めた。畑に。　〈事例
11〉 「与助と海賊キッド」は、与助・与太郎が与那国島まで行き、掠奪
した人や物を海賊キッドと交換したという語りである。昭和二年生まれの〈事例
11〉の話者の父親がそう言っていたそうである。 〈事例
11〉の後半部に、海賊
たちが取って行こうとしたものと、それらを隠す方法が語 れている。海賊たちは家にあるものは何でも持って行ったため、鍬・鎌・ヘラなどあ ゆる金具と、麦・アワ（粟） ・キビ（黍）の種 みんなカメ（甕）に入れ 掘って畑に埋めたという。具体的で生々しい語りなので説得力があり興味深 。　
ここで語られている海賊キッド（
W
illiam
 K
idd ）は一六四五年頃に生まれ、
一七〇一年に亡くなっ とされる世界的に著名な海賊である。一方、与助は弘治（ 五五五〜一五五八） ・天正（一五七三〜一五九二）頃にトカラ列島で海賊行為を働き、天正 間には殺害されていたとみられるので、海賊キッドが生まれた時には与助は半世紀以上前に死去し おり、二人が会うことは不可能であることがわかる。 見する 荒唐無稽な伝承のように えるが、実はこうい伝承が生じ 背景には、海賊キッドがトカラ列島の宝島に財宝 隠したと う、昭和十二年に起こった海賊キッドの埋蔵金騒動が関係していると考えられる。昭和十二年 月四日外務省 届いたアメリカの探偵を名乗る人物からの手紙に南西諸島の宝島に海賊キッドの財宝が埋めてあると記してあったそ で、この
ことが日本の新聞で報道されて騒動になったことがあったという。 小宝島や宝島で調査中、その頃宝島に海賊キッドの財宝を求めて来た外国人がいたらしいという話をしてくれる古老もいた。宝島や近隣の島々では、その海賊キッド埋蔵金騒動をきっかけにして、 〈事例
11〉 「与助と海賊キッド」のような話が世間話
のなかから生成され いったものと推定される。新しい伝説の生成という点からみても興味深い事例といえよう。　　　　
結
　
語
　
以上で、トカラ列島小宝島で語り継がれてきた海賊伝説に関する筆者なりの
考察を終えることとしたい。　
海賊与助たちは 日向国油津湊という戦国時代には海賊の拠点でもあった良
港から、トカラの島々に何度もやってきて掠奪行為を働い ようである 小宝島で聞き取り調査 行うと、多数の海賊関連伝説が伝承されているこ が確認できた。　
現在の小宝島に伝承されている海賊伝説は、大きく五つの話種に分類するこ
とができる。　
一つ目は畝神 隠れ穴と助かった子どもにまつわる話で、 「海賊与助・与太郎・
甚之助と隠れ穴」 「畝神の隠れ穴」 「与助にさらわれかけた子」など 語られている。 「海賊与助・与太郎・甚之助と隠れ穴」と「畝神の隠れ穴」は、海賊たちが来たので畝神山のところにある穴にみんなが隠れて助かったという話である。興味深いのは、中之島では与助という名前のみ語ら ているの 対し、小宝島では与助・与太郎・甚 助という三兄弟の海賊だったと語られている点である。「与助にさらわれかけた子」は、一人の子どもが逃げ遅れて海賊与助に捕まりススキに結わえられたが、結わえた場所 分からなくなって子どもは助かったという話である（なお、この子どもは知恵遅 あったという伝承もあったよである） 。この伝説を理解するには与 時代の自然状況を検討する必要がある。笹森儀助『拾島状況録』によると、明治二十八年時の小宝島には珊瑚盤層以外
（
29）
（
30）
（
31）
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原田　信之
には琉球竹とアダンの木が生え、村落のある場所には檳榔樹の大樹数百本やガジュマルが生えており、島の周囲には港湾がなく珊瑚床が低い所など数カ所を風位によって利用し 船の出し入れをしていたという。現在の小宝島には牧場もあり木があまりないのでススキ原のイメージは想像しにくいが、 笹森儀助『拾島状況録』の記述からかつての小宝島 自然状況を類推することができ、この伝説内容が納得できる。　
二つ目は大人が一人海賊に捕まりかけた話で、 「与助から逃げた人」が語られ
ている。 「与助から逃げた人」 、 大人が一人海賊に捕まりかけたが逃げて助かったという話である。その人は海賊船 乗せられた 、潮 流 が悪い所だからと言って自分が船のカジをとり、沖の瀬でカジを宝島の方に切って自分 飛び込んで逃げ 助かったという。潮流が急激な宝島・小 間 中でも特に難所とされる場所での出来事として語られていることが注目される。　
三つ目はセンリ堂にまつわる話で、 「与助が焼いたセンリ堂」が語られている。
「与助が焼いたセンリ堂」は、海賊与助がセンリ堂というお堂にあったものを全部取ってお堂を焼き払って行ったという話で、島に多数あるお宮の一 に関する伝説となっている。センリ堂に何が祀ってあったのか よくわ 。　
四つ目は与助が殺害された時の話で、 「与助の最期」が語られている。 「与助
の最期」は、海賊船が来る頃に準備し 待ち、中之島で落とし穴を掘ってその上に家を作り、酒を飲ませ 穴に落として埋めたと う話 、与助・与太郎・甚之助の三人ともそこで殺されたという。中之島 は焼き殺したと伝え れているのに対して、なぜ小宝島では埋め殺した 伝えられ いるのかは不明である。　
五つ目はその他の話種で、 海岸で遊ぼうとする子どもに注意する時の言葉「日
向んジイから捕らるっど」 「与助と海賊キッド」が伝えられている。 「日向んジイから捕らるっど」は、昔の人は子どもが海岸に行こう すると、 「子どもは海岸に行くな。日向んジイから捕らるっど」と言って注意し 語りで、数百年前 日向から来て掠奪行為を働いた海賊たちに対する恐怖が か 強いも
のであったかがわかり注目される。 「与助と海賊キッド」は与助が与那国島まで行き、掠奪し 人や物を海賊キッドと交換したという話で、一見すると荒唐無稽な伝承 ようにみえるが、昭和十二年に起こっ 宝島の海賊キッド埋蔵金騒動が関係しているとみられ、新しい伝説の生成という点から注目される。　
小宝島の海賊伝説からは、島の地形（入り口のわかりにくい洞窟の存在、か
つては港が無く低所から船の出し入れを た等） 、植生（樹木やススキの生え具合等） 、島の周囲の海流 状況など、島および周辺の自然の状況が伝説 成立に大きな役割を果たしていることがわかる。　
本稿では、小宝島に伝承されている海賊与助をめぐる伝説を中心に考察して
みた。与助が殺害された地とされ 中之島に伝え ている 与助をめぐる伝説に関する考察は、別稿にゆずることとする。〈注〉（１）原口虎雄氏監修『三国名勝図会
　
第二巻』 （青潮社・一九八二） 、九三三〜
九三四頁。
（２）日本歴史地名大系『鹿児島県の地名』 （平凡社） 、 「七島」 「十島村」の項参照。（３）中之島の海賊伝説については平成二十七年度奄美沖縄民間文芸学会鹿児島
大会（於・鹿児島県歴史資料センター黎明館、二〇一五・八・一六）で「トカラ列島中之島の海賊伝説─与助岩とブトの起源─」と題して発表した。別稿を用意している。
（４）日本歴史地名大系『鹿児島県の 』 （平凡社） 、 「宝島・小宝島」の項参照。（５） 『藩法集８鹿児島藩
　
上』 （創文社・一九六九） 、九二〇〜九二一頁。
（６）注１の 三国名勝図会
　
第二巻』 、九四六〜九四七頁。
（７） 『薩隅日地理纂考』 （鹿児島県教育会、活字本明治三十一年・復刻
一九七一） 、三一八頁。
（８）日本歴史地名大系 宮崎県の地名』 平凡社） 、 「油津湊」の項参照。（９）日本歴史地名大系『宮崎県の地名』 平凡社 、 「飫肥」の項参照。
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